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駅
舎
南
側
の
旭
大
橋
側
道
を
渡
る
横
断

歩
道
は
、
歩
行
者
と
車
に
よ
る
接
触
事
故
や

歩
行
者
待
ち
に
よ
る
交
通
阻
害
の
リ
ス
ク
が

あ
る
た
め
、
信
号
機
の
設
置
や
ペ
デ
ス
ト
リ

ア
ン
デ
ッ
キ
（
高
架
型
の
歩
道
）
の
導
入
な

ど
の
対
策
が
必
要
と
考
え
る
が
、
本
市
の
見

解
を
伺
い
た
い
。

�

信
号
機
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
県
及
び

県
警
な
ど
関
係
者
と
の
協
議
に
お
い
て
、
隣

接
す
る
信
号
交
差
点
と
の
距
離
が
短
く
、
車

両
の
滞
留
区
間
が
確
保
で
き
な
い
こ
と
等
に

よ
り
、
設
置
は
で
き
な
い
と
の
結
論
が
出
さ

れ
て
い
る
。

　
一
方
で
、
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
に
つ

い
て
は
、
元
船
方
面
へ
向
か
う
歩
行
者
の
迂

回
と
信
号
待
ち
の
解
消
に
加
え
、
車
と
歩
行

者
の
分
離
が
図
ら

れ
る
こ
と
で
安
全

で
円
滑
な
交
通
の

確
保
に
寄
与
す
る

と
考
え
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
今
後
、
そ
の
具
体
化
に
向
け
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

長
崎
駅
周
辺
の
交
通
対
策

問答

	

子
ど
も
の
保
険
診
療
に
係
る
自
己
負
担

額
を
一
部
助
成
す
る
子
ど
も
福
祉
医
療
費
の

高
校
生
世
代
へ
の
支
給
方
法
が
、
病
院
窓
口

で
一
旦
自
己
負
担
額
の
全
額
を
支
払
い
、
後

日
市
に
請
求
す
る
償
還
払
い
と
な
っ
て
い
る

が
、
中
学
生
以
下
と
同
様
に
請
求
手
続
が
不

要
な
現
物
給
付
の
方
法
に
見
直
す
考
え
は
な

い
か
。

�

高
校
生
世
代
に
つ
い
て
は
、
令
和
5
年

度
に
県
の
制
度
と
し
て
償
還
払
い
で
の
助
成

制
度
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
本
市
に
お

い
て
も
償
還
払
い
に
よ
り
実
施
し
て
お
り
、

償
還
払
い
の
制
度
に
つ
い
て
は
3
年
間
試
行

的
に
実
施
し
、
検
証
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て

い
る
。
市
と
し
て
は
、
市
民
の
利
便
性
、
負

担
軽
減
の
た
め
に
は
現
物
給
付
が
望
ま
し
い

と
考
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、

検
証
の
際
に
は
県
に
要
望

す
る
と
と
も
に
、
市
に
お

い
て
も
導
入
に
向
け
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
国
に
よ
る
制
度

創
設
に
つ
い
て
も
強
く
要
望
し
て
い
く
。

子
ど
も
福
祉
医
療
費
の
高
校
生
世
代

へ
の
支
給
の
在
り
方

問答

自
民
創
生
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き
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が
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令
和
5
年
9
月
議
会
で
、
南
部
地
域
に

お
け
る
子
ど
も
た
ち
の
水
泳
環
境
の
整
備
を

求
め
る
陳
情
が
出
さ
れ
た
が
、
12
月
末
の
閉

館
を
控
え
、
ど
う
進
展
し
て
い
る
の
か
。

�

市
内
の
複
数
の
民
間
や
市
営
プ
ー
ル
の

管
理
者
と
協
議
等
を
行
い
、
送
迎
バ
ス
の
運

行
は
他
の
地
域
と
の
公
平
性
の
観
点
な
ど
か

ら
困
難
な
面
が
あ
る
が
、
水
泳
教
室
等
へ
の

子
ど
も
の
受
入
れ
は
若
干
の
可
能
性
が
あ
る

こ
と
を
陳
情
者
へ
伝
え
る
と
と
も
に
、
他
の

プ
ー
ル
の
案
内
チ
ラ
シ
を
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
内
に
設
置
し
、
利
用
者
へ
の
情
報

提
供
も
行
っ
た
。

　
ま
た
、
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
は

近
隣
の
小
中
5
校
の
水
泳
授
業

を
受
け
入
れ
て
い
る
が
、
来
年

度
は
、
必
要
に
応
じ
て
修
繕
を

行
っ
た
自
校
プ
ー
ル
の
使
用
、

ま
た
は
近
隣
の
学
校
を
共
同
利

用
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
今
後
も
可
能
な
範
囲
で
、
利
用
者
に
寄
り

添
っ
た
対
応
に
努
め
て
い
き
た
い
。

江
川
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

閉
館
に
伴
う
対
応

問答

	

市
指
定
有
形
文
化
財
の
中
島
川
阿
弥
陀

橋
に
つ
い
て
は
、
長
崎
大
水
害
後
の
災
害
復

旧
事
業
に
伴
い
、
早
期
に
復
元
す
る
こ
と
を

条
件
に
解
体
さ
れ
た
が
、
い
ま
だ
復
元
さ
れ

ず
、
石
材
は
市
有
地
に
て
保
管
さ
れ
て
い
る

状
況
で
あ
る
。
令
和
4
年
6
月
議
会
に
お
い

て
復
元
場
所
の
再
検
討
を
行
う
旨
の
答
弁
が

あ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
進
捗
を
伺
い
た
い
。

�

令
和
4
年
10
月
に
文
化
財
審
議
会
を
開

催
し
、
改
め
て
復
元
の
可
能
性
を
検
討
す
る

た
め
、
当
時
復
元
場
所
と
し
て
望
ま
し
い
と

さ
れ
た
中
島
川
水
系
以
外
の
場
所
も
含
め
て

新
た
な
発
想
で
の
考
え
方
が
で
き
な
い
か
意

見
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
復
元
の
可
能
性
を
高

め
る
た
め
、
広
く
検
討
し
て
よ
い
の
で
は
と

の
意
見
を
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、

今
後
は
、
中
島
川

水
系
以
外
も
視
野

に
、
改
め
て
関
係

部
局
へ
の
照
会
等

を
行
い
、
復
元
場

所
に
つ
い
て
再
検

討
を
進
め
て
い
く
。

阿
弥
陀
橋
の
復
元

問答

日
本
共
産
党

大お
お
い
し石

ふ
み
き

市
民
ク
ラ
ブ

木き
も
り森　

俊と
し
や也

概
要

常
任
委
員
会
の

主
な
審
査
内
容

議
決
結
果

令
和
４
年
度
決
算
の

主
な
審
査
内
容

令
和
４
年
度
決
算

議
決
結
果

令
和
５
年
の

長
崎
市
議
会

議
会
の
動
き
、

人
事
、
陳
情
等

一
般
質
問


